




















































































































日本では、1991年版をもとに、中田ら（1999）による幼児用 CBCL（Child Behavior Checklist）／2






フ値も変更を加えて（Achenbach and Rescorla，2001）、幼児用 CBCL（Child Behavior CheckList）／11
／2－5と保育士用の C-TRF（Caregiver-Teacher Report Form）（Achenbach and Rescorla，2000）、学齢
























































よく泣く 2576 22 2．77
特定の動物、特定の状況や場所を怖がる 2559 39 2．69
学校に行くのを怖がる 2560 38 2．30
悪いことを考えたり、したりするかもしれないと心配する 2560 38 2．54
完璧でなければいけないと思う 2567 31 2．66
誰も大切に思ってくれないと感じたり、こぼしたりする 2571 27 2．44
自分には価値がないか、劣っているように感じる 2567 31 2．44
神経質あるいは緊張している 2565 33 2．79
極端に怖がりあるいは心配性である 2565 33 2．65
自分が悪いと思い過ぎる 2569 29 2．55
人目を気にし、すぐに恥ずかしくなる 2539 59 2．88
自殺のことについて話す 2542 56 2．03







他人といるより一人でいるのを好む 2575 23 3．11
絶対にしゃべろうとしない 2541 57 2．12
人に打ち明けないで秘密にする 2543 55 2．32
内気、臆病 2546 52 3．09
活動的でなく、動作がのろく、元気がない 2538 60 2．77
楽しくなく、悲しく、落ち込んでいる 2536 62 2．59








恐い夢をみる 2567 31 2．83
めまいを感じる 2558 40 2．61
疲れ過ぎている 2542 56 2．85










大人にまとわりつく、または頼りにし過ぎている 2581 17 2．50
ひとりぼっちで寂しいとこぼす 2571 27 2．89
他の子と仲よくできない 2572 26 2．30
すぐに嫉妬する 2573 25 2．56
他人にねらわれていると感じる 2555 43 2．45
よくケガをし、事故にあいやすい 2572 26 2．19
よくからかわれる 2570 28 2．54
他の子から好かれていない 2573 25 2．58
運動神経が鈍くて不器用 2544 54 3．10
年下の子といっしょにいるのを好む 2544 54 3．01








ある考えをふりはらうことができない（強迫観念） 2572 26 2．12
わざと自分を傷つけたり、死のうとしたりする 2572 26 1．64
存在しない音や声がきこえる 2562 36 2．21
体がひきつったりピクピク動いたりする 2564 34 2．65
皮膚や体の他の部分をつついたりほじくったりする 2539 59 2．16
人前で自分の性器をいじる 2546 52 1．89
自分の性器をいじり過ぎる 2535 63 2．01
ある行為を何度も繰り返す（強迫行為） 2537 61 2．00
存在しないものがみえる 2532 66 2．25
たいていの子より睡眠時間が短い 2544 54 2．85
不必要な物をためこむ 2541 57 2．51
変な行動 2519 79 2．27
変な考え 2521 77 2．31
寝ている時に話したり歩いたりする 2537 61 2．27








行動が年齢より幼すぎる 2577 21 2．69
集中力や注意力が長続きしない 2582 16 2．25
じっとすわっていられない、落ち着きがない、または多動 2581 17 2．10
混乱したり、訳がわからなくなっているように見える 2565 33 2．23
空想したり、考えにふけったりする 2572 26 2．97
衝動的だったり、じっくり考えないで行動する 2579 19 2．09
学校の成績が悪い 2549 49 2．68






やってはいけない事をした後でも悪いとは思わないようだ 2580 18 1．81
悪い事をする子達とたむろする 2571 27 2．02
嘘をついたり、だましたりする 2572 26 2．16
年上の子といっしょにいるのを好む 2549 49 3．04
家出をする 2542 56 1．67
放火する 2541 57 1．48
性的な問題 2546 52 1．46
家の中で盗みをする 2549 49 1．81
家の外で盗みをする 2542 56 1．56
ののしったり、卑わいな言葉を使う 2546 52 2．15
セックスのことを考え過ぎる 2539 59 2．13
人をよくからかう 2543 55 2．51
酒を飲んだり、病気のためでなく薬を使っている 2530 68 1．67








よく言い争いをする 2583 15 2．45
他人に残酷で、いじめたり、いじわるしたりする 2575 23 1．77
たくさんの注目を引きたがる 2577 21 2．42
自分の持ち物を壊す 2573 25 2．44













トイレ以外で大便をする 2562 36 2．40
自慢したり、うそぶいたりする 2579 19 2．70
動物を虐待する 2557 41 1．95
ちゃんとした食事をしていない 2563 35 2．44
爪をかむ 2569 29 3．06
食べ過ぎる 2574 24 2．77
太り過ぎている 2538 60 2．78
目立ちたがり屋でおどけたりする 2549 49 3．03
昼寝も含めて、たいていの子より睡眠時間が長い 2537 61 3．02
しゃべり過ぎる 2542 56 2．87
指しゃぶり 2543 55 3．01
日中おもらしをする 2541 57 2．57
おねしょをする 2545 53 2．88
めそめそ泣き言をいう 2540 58 2．99
男（女）子だが女（男）になりたがる 2531 67 2．60
家でいうことをきかない 2569 29 2．29
学校でいうことをきかない 2576 22 2．12
よくつかみあいのケンカをする 2574 24 2．03
人に暴力をふるう 2547 51 1．55
よくわめく 2547 51 2．02
頑固、不機嫌、イライラ 2545 53 2．22
気分や感情が突然変わる 2550 48 2．07
よくすねる 2549 49 2．57
疑り深い 2541 57 2．62
人をよくからかう 2543 55 2．51
人をおどす 2538 60 1．88














































































Research on response to “problem behavior” in child care institution :
Issues for staff of child care facilities
Chihiro SATO＊
This study will focus on “problem behavior” observed in children that have been placed in foster homes and examine meas-
ures to address such behavior. Further, what “problem behavior” means to the facility workers is clarified. Particular focus is
given to understanding the realities of how child instructors or nursery staffs, who provide daily support, handle this behavior,
and whether those workers’ team care is functioning and sufficient for the measures. Furthermore, this study considers how to
approach problem behavior through team care, which is fundamental for support at facilities, as well as team care’s necessity
and importance at foster homes where it is practiced. In order investigate the actual situations and measures towards “problem
behavior”, the authors conducted quantitative research with workers at foster homes by means of a questionnaire to clarify
how they view “problem behavior” and other issues. Further insight into the behavior, which workers identify as “difficult to
handle alone”, was examined by applying the CBCL (Child Behavior Checklist) scales. The results showed that problem be-
havior best fits the items of “rule-breaking behavior” and “aggressive behavior” among CBCL Externalizing scales.
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